
 

国土強靱化 民間の取組事例 437  被災者等の支援 

地域を守る！ ▶被災者等の支援 20 災害時に支援する 

437 移動式避難所として開放できる鉄道車両を目指した災害への備え 

取組主体【掲載年】 法人番号 事業者の種類【業種】 実施地域 

智頭急行株式会社 
【平成 29年】 

4270001000456 インフラ関連業者 
【運輸業，郵便業】 

鳥取県 

 3 県  鳥取県、岡山県、兵庫県）に跨る第三セクター智頭急行株式

会社は、平成28年 5月に沿線5市町村と災害等発生時相互協力に

関する協定を締結した。 

 平成21年の兵庫県西  北部豪雨時に、夜9時半頃、佐用駅で進め

なくなったワンマンの普通列車内で乗客と水害から避難してきた

住民が一緒に車内で一晩を過ごした。同社の線路は盛り土で高い位

置にあるため冠水しなかったが、一般道路は冠水し通行できなかっ

たため、線路伝いに同社社員がパンやジュースを車内に運んだ。また、共同駅の JR西日本からは、

ずぶ濡れで避難してきた住民に乗務員用夜具 浴衣）を提供した。真夏の暑い時期でも、気動車独

特の強み  燃料さえあれば、冷暖房、電気が使え、指令を通じて外部との連絡も可能）を発揮した。 

 美作市大原車両基地等に非常備蓄品を備え、災害時には乗客だけでなく市町村へ提供する他、物資

や復旧要員を搬送する計画としている。発災時には車両を避難場所として解放する予定で、気動車

独特の強みを活かす計画である。 

 加えて同社は、沿線2駅と車両基地に、災害時に無電源で稼働する飲料の自動販売機を設置し、パ

トランプやサイレン等を搭載した緊急用の自動車も導入するなど、災害対策の充実を図っている。 

 

▲普通車両 


